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one point advice
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定する。

one point advice
Ｙ軸のタイトルは、PGLAB の第２引数で指定する。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。

one point advice
グラフの線を引くには PGLINE を用いる。ソースコードの      CALL PGLINE(360,XR,YR)の部分である。ここでは、線の色をマゼンダ（赤紫）にするため直前の PGSCI でカラーインデックス(色指定子)を６に指定し、また破線にするために PGSLS で線種を２に指定している。線の太さは PGSLW で指定できる。色と色指定子の関係(既定値)については、pgcolors.pdf を参照のこと。

one point advice
この例では、座標軸と格子を描くために PGBOX を用いている。ソースコードの      CALL PGSCI(14)      CALL PGBOX('G',30.0,0,'G',0.2,0)      CALL PGSCI(5)      CALL PGBOX('ABCTSN',90.0,3,'ABCTSNV',0.0,0)の部分である。PGENV では目盛りの間隔など細かい属性を指定することはできないが、PGBOX では可能である。初めの PGBOX で格子(第１、第４引数が「'G'=格子を意味する」)を描き、２番目の PGBOX で軸と目盛りを描いている。それぞれの色は、それぞれの直前に CALL されている PGSCI で指定されている。数字と色の関係については、pgcolors.pdf を参照。
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advice
この座標軸は、PGBOX を用いて描かれている。左下の吹き出しにある２番目の PGSCI で色(シアン)を指定し、続く PGBOX で左端・下端の座標軸と同時に y=0 の軸を描いている。

advice
この例では、少し複雑な XY プロットの書き方が紹介されています。座標軸につける目盛りの間隔を指定したり、色を変えたり、線の種類を変えたりといった「技」を使うにはどうすれば良いかが、この例を通して分かります。ソースコードは pgex03.f です。黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明を見ることが出来ます。


